
ー
一シ

...... 
J、
一ー
一ー

ヱ
シ
ウ

Z
ゴ
ウ

西
海

郷

珠

洲
郡
に
屈
し
、
務

政
時
代
に
は
奨
蹴
・仁
江

-m水
・片
岩
・長
鍛
・大
谷
・

路
線
・刊
披
・抗
原
の
九今
一利
を
含
ん
で
ゐ
た
。

ニ
シ
ウ
Z
サ
パ

西
海
錆

以
来
郡
の
同
一
梅
七
湘

に
益
す
る
鈴
を
い
ふ
。
能
管
名
跡
志
に
、『鹿
磁
村
よ

り
給
路
ま
で
商
務
七
械
の
郷
と
て
村
K

多
し
。
西
海

副
聞
と
て
刺
儲
・関
半
額
名
琵
な
b
o』
と
杷
オ
る
。

-
一
シ
ウ
ミ
シ
モ
ウ
ラ

西
海
下
浦
珠
洲
郡
に
邸

ず
る
。
天
疋
十
三
年
十
-
一
月
十
六
日
附
前
倒
利
家
の

間
格
下
捕
に
奥
へ
た
皆
梼
朕
が
あ
り
、
そ
の
号
ち
に

『
似
品
開
に
ふ
ち
』
な
ど
h

見
え
る
か
ら
、
商
務
郷
中
大

谷
か
ら
束
b
b

を
い
ふ
や
号
で
あ
る
。

ニ
シ
ウ
ξ
ナ
ナ
ウ
ラ

西
海
七
滞

凪
緊
縮
に
回

す
る
。
能
B
R
誌
に
は
撚
見
・大
槻
・五
十
洲
・皆
且
・鵜

-
一
シ
イ
ヅ
Z

西
泉
石
川
部
出
傾
注
に
印刷
す
ろ

郎
一
柄
。
西
山
市
は
上
中
下
三
ぷ
仰
に
分
か
れ
て
ゐ
る
が
、

Y
4
n
 

そ
の
下
村
を
相
河
と
僻
す
る
。
(
今
愛
河
に
作
る
。
)
ま

た
術
大
絡
文
部
天
文
十
五
年
六
且
十
八
日
附
で
勝
木

法
眼
御
坊
宛
腕
の
も
の
に
、
加
州
商
来
勘
定
以
が
あ

る。
二
シ
ア
ラ
ヤ

函
涜
屋
河
出
制
井
上
庄
な
る
荒

田
屈
は
明
治
に
知
っ
て
間
荒
屋
と
改
め
ら
れ
た
。

ニ
シ
イ
チ
ノ
セ

西
市
瀬

石
川
郡
湯
涌
郷
に
屈

す
る
郎
古
川
。
臼
永
誌
に
、
こ
の
村
領
の
内
に
経
探
と

い
ふ
が
あ
る
。
一
尺
四
方
税
の
石
の
う
ち
を
七
八
寸

判明
剃
り
、
そ
の
上
に
九
き
.
む
を
誌
に
し
て
あ
る
と
恕

す
る
。=

シ
イ
ン
ナ
イ

西
院
内

関
東
郷
爾
志
見
郷
に

関
す
る
部
世
間
。
初
め
問
先
寺
の
院
内
で
あ
っ
た
か
ら
、

元
利
の
頃
ま
で
は
閉
院
内
と
都
き
、
箆
永
の
頃
は
匝

院
内
と
も
商
印
内
と
も
釘
き
、
正
保
・寛
文
・点
町
干
の

お
辻
帳
に
四
印
内
と
し
た
が
、
元
副肺
十
抗
年
十
二
月

一
一
日
商
院
内
に
定
め
た
。

ニ
シ
カ
ハ

西
川

白
山
比
時
制
枇
の山田
枇
地
に

沿
ふ
安
久
間
同
抑
あ
た
り
の
手
取
川
を
関
川
と
呼
ん

だ
。
白
山
富
市
川
山
開
講
中
沼
抗
日
延
郎
元
年
の
僚
に
、
白

山
本
宮
の
枇
殿
が
、
そ
の
剖
仰
木
氏
慌
の
宮
れ
か
ら
失

火
し
た
符
日
有
に
郎
し
た
こ
と
そ
閉山
し
て
、『
訓
明
女

房
自
凶
川
侍
令
古
川
逝
去
断
。
』
と
い
ふ
も
の
是
で
あ

る
。
叉
永
定
五
年
の
白
山
制
定
私
的
叫
に
、
務
m
M
の
取

組
を
被
せ
て
、『
滋
お
ご
年
に
下
白
山
の
舟
問
の
怒
り

エ
シ
ウ
Z
ハ
ツ
ケ
イ

西
海
八
景

臥
荒
制
限
抽出

一

七
捕
附
廷
の
防
波
を
鍛

へ
た
，
も
の
で
、
務
総
別
且
・
一

寺
口
喝
銃
・道
下
行
政
・大
部
都
鴎
・制
限
見
制
服
布
・黒
崎

一

白
根
・皆
月
抽
仰
向
・腿
磁
湖
恐
脅
い
ひ
、
手
保
十
年
限

一

ニ
シ
カ
ハ
キ
チ
ベ
Z

西
川
吉
平

河
北
郡
大
場

元
昭
の
和
倣
が
あ
る。

一
の
出
。
文
化
四
年
八
月
間
中
山
。
初
名
菅
平
、
後
長
右

ニ
シ
オ
ホ
h
F

函
太
田

市制咋
粥

ω知
院
内
山
永

一
術
門
と
山
め
た
。
円
前
永
六
年
六
月
吉
一
中
川
間
を
巡
っ

保
の
太
凶
は
、
加
賀
滞
節
と
土
方
領
と
の
訓
じ
た
部

一
て
刷
出
日
開
の

mそ
殻
見
L
、
地
益
三
四
年
合
鼠
ね
て
そ

釈
で
あ
っ
た
が
、
明
治
中
に
}
甲
山
り
前
太
山

・
太
凶
に

-
の
従
来
設
て
見
ざ
る
良
品
な
る
こ
と
や
知
っ
た
。
後

分
か
ち
、
次
に
京
太
凶

・
問
太
聞
と
し
、
裂
に
一

の
一
に
菅
平
切
明
文
は
大
封
切
主
と
言
は
れ
た
も
の
n
E
で

太
聞
に
併
合
し
た
。

一
あ
る
。
明
治
十

一
年
一
一
月
間
目
。
大
正
ご
年
十
月
際
商

ニ
シ
オ
ホ
ノ

商
大
野
凶
荒
川
相
‘
川
原
川
郷
大
野

一
務
大
院
か
ら
拍
由
民
を
得
た
。

を
、
明
治
に
宇
一り
西
大
野
と
政
め
た
。

一

ニ
シ
カ
ハ
シ
ョ
ウ
ダ
ツ

西
川
松
達
珠
洲
郡
飯

ニ
シ
カ
ガ
ツ
メ

西
蚊
ヶ
爪

石
川
加
鞍
月
庄
に

一
同
の
入
。
辺
都
卸
七
郎
。
川
畑
氏
加
と
も
脱
し
た
。
天

回
す
る
部
w
m
o
も
と
四
加
賀
爪
と
m
w
い
た
が
、
元
純

一
保
元
年
正
月
十
二
日
生
ま
れ
、
=
一
践
に
し
て
征
服
に

十
五
年
十
二

且

二

日

間

倣

爪

に

改

め

た

。

縦

し

み

、
制
相
川
町
名
諸
方
に
仰
へ
ら
れ
、
九
"凶
の
時

ニ
シ
カ
サ
マ
ホ

菌
笠
間
保

J
カ
サ
マ
ホ
前
川
狩
場
之
を
お
し
、
而
前
に
於
い
て
即時の

一
宇
を

間

保

。

お

い

て

合

一

二

百

疋

・
江
戸
同
等
を
協
は
り
、
叉
十
政

の
時
京
に
上
品
υ
鍍
跡
を
天
間
H
に
供
し
て
ぷ
納
せ
ら

れ
、
一
射
能
松
附
硯
箱
及
び
倒
一
而
宇
一
賜
は
っ
た
。
後

民
名
お
同
国
に
枕
い
た
が
、附
附
疾
を
得
て
故
山
に
邸
り
、

明
治
什
三
年
七
月
三
十
日
技
。

ニ
シ
カ
Z
パ
ヤ
シ

西
上
林

品
川
一
一
ン
石
川
制

上
林
の
内
の
小
字。

-
一
シ
キ
ガ
ハ

錦
川

八
広
御
抄
能
殺
の
名
所
に

一-キ
'
J

に
し
き
川
在
感
げ
て
あ
る
の
は
、
後
石
川
の
認
で
あ

入
・下
山
光
州
奇
数
へ
、
三
州
大
山
耐
水
終
に
は
山
山
際
・

深
見
・古田制
・武
十
洲
・皆
月
・大
都
・輪
島
今
一政
へ
る
。

し
か
れ
ば
七
捕
と
は
多
数
指
村
の
訟
で
、
定
っ
て
ゐ

る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
元
職
の
誌
上
限
に
、皆
且
・

抗
十
洲
・
防
磁
・
深
見

・
吉
川
の
産
物
を
、
刺
附
・節

子
・符
肱
・
仰
，
き
ず
し
・千
側
・阿
，
皮
・制
，
き
ず
し

・

蛇脇陣
・筑
あ
ら
・鑑
し
い
ら
・民
蛸
・黒
船
山
苔
と
倒
げ
て

ゐ
る
。

州

ユに

妙
法
の
石
室
に
入
。
て
脱
念

L
、
前V
巾
に
れ
女
の
白

馬
に
采
り
て
、
此
の
州
附
に
れ
な
れ
、
四
河
の
深
淵

に
遊
び
給
ふ
よ
し
託
宣
あ
り
。
』と
い
ふ
西
河
も
之
に

同
じ
い
o
M
人
天
正
入
年
と
推
定
せ
ら
れ
る
披
々
仙
部

三
河
{
寸
秀
次
が
七
月
六
日
附
の
閉
山
伏
は
、
『
制H
州
恭
之

内出
、
去
月
品
川
三
日
に
於
西
川
口
合
戦
候
川
、
御
山
之

人
敬
一
一百
余
う
ち
と
ら
れ
似
。
』
と
あ
る
は
、
山
内
殺

が
佐
久
間
柏
町
を
破
っ
た
こ
と
を
い
ふ
も
の
で
、
亦一
-

p
f
u
n内

ジ
河
で
あ
ら
う
。
応
川
に
西
川
の
字
企
似
舟
す
る
こ

と
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
こ
れ
と
や
一出
向
し
て
は
な
ら

ぬ
。

--シ
ギ
シ
ザ
ン
ガ

西
岸
三
ケ

臨
ね
郡
能
青
山

泊

-m尻
・久
木
の
一
一
一
部
訴
を
い
ふ
。
ぬ
恨
の
品
問
端

に
あ
る
杭
で
あ
ら
う
。
泊
と

m，
尻
と
の
聞
に
氏
一岬

入
幡
耐
祉
が
あ
り
、
白
川
間
九
月
十
四
日
の
祭
胞
に
久

木
の
的
で
制
る
明
駄
に
、『
凶
山
恒
三
ケ

の
出
に
桐
閉山
J
b

制
も
か

b
も
り
や
』
と
う
た
」
。
か
り
も
り
は
物
の

終
末
を
い
ふ
方
言
で
あ
る
。

エ
シ
キ
ノ
ハ
マ

錦
の
涜
刑
制
咋
削
棚
田
刷
抑
制
な
る

剛
山
地
殿
町
丸
の
海
町
凶
作
い
ふ
。
小
民
の
交
っ
た
突
し

い
砂
が
あ
っ
て
、
壁
の
紛
糾
に
用
ひ
ら
れ
た
。

=
シ
ゴ
ボ
ウ
マ
チ

西
御
坊
町

金
織
の
部
川
白
。

昔
は
商
末
寺
町
と
も
呼
び
、
明
治
四
年
凶
月
戸
鯨
編

成
の
時
間
御
初
剛
を
抗
賀
川
と
改
抑
制
し
た
。

ニ
シ
サ
カ
セ
ン

西
坂
室

金
剛
仰
の
人
。
隙
は
宜
、

手
は
君
辿
、
遇
制
桝
辰
之
助
。
災
の
弟
で
あ
る
。
祭
を

好
み
、
鍛
札
宇
一
能
〈
L
、
凡
百
の
米
投
持
さ
ど
る
こ

と
な
〈
、
性
て
笛
及
び
知
特
作
っ
て
京
栴
の
淫
に
劣

ら
ず
と
抑
制
せ
ら
れ
た
。
安
政
三
年
流
用
二
目
別問
。，-eヲ

-
-
シ
サ
カ
チ
ユ
ウ

西
坂
哀

帥
仰
は
訳
、活
抑
制
約
、

手
は
子
山
訳
文
は
天
鋭
、
成
陀
・誠
山・
仙
昨
夜
中
士
人
の
脱

が
あ
る
。
初
め
滞
初
大
内
府
政
川
に
尽
び
、
天
保
巾
江

戸
の
昌
平
裂
に
入
り
、
公
開制良
知
・古
賀
若
探
・大
限

館
協
・大
筋
論
路
・江
尻
資
山
由
す
と
親
交
を
結
ん
だ
。

邸
時
附
の
後
お
永
六
年
明
倫
掌
助
教
に
任
じ
、
問世
町
魁

8
・駄
木
間
部
・欽
定
問
料
の
校
正
助
出
動
及
び
山
民
杷
考

即
時
の
編
仙
刊
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
裂
の
私
訟
は
年
友
党
と

い
ひ
、前
後
就
い
て
尽
ぶ
者
二
千
数
百
人
に
上
っ
た
。

著
す
既
に
器
統
別
史
(
滞
組
同
町
烈
記

γ
本
滞
開
紀
・本

る
。
文
節
川
の
紋
と
て
、
似
仲
正
の
『
紅
銘
ち
る
山

下
水
は
染
ま
ぜ
の
鈴
川
と
ぞ
見
え
わ
た
ウ
た
ろ
』
を

引
〈
も
の
も
あ
る
が
、
円超
は
抑
制
ち
地
名
と
も
見
ら
れ

ず
、
似
A
V
地
名
に
し
て
も
詑
殺
の
こ
と
で
は
あ
る
ま

、
。
L
 


